
実　施　計　画　　（　）は対象者

プレママ・パパの
つどい

月２回
（産前の母親・父親）

ぴよぴよの
つどい

月１回
（６ヶ月までの親子）

ベビーのつどい

月４回
・みらいえ　２回
・あいあいランド、へそっこランド　各１回
（首がすわってから１歳半までの親子）

みんなのつどい

【みんなのつどい】月３回
・みらいえ、あいあいランド、へそっこランド　各１回
（概ね就学前の親子）

【みんなのつどい（工作）】月２回
・あいあいランド、へそっこランド　各１回
（概ね就学前の親子）

出張みんなのつどい
各園と調整
（園児と就学前の親子）

【通常実施分】
　みらいえを利用する児童への学習・遊びの支援
（みらいえを利用する児童）

【夏休み期間中】
　各小学校区のコミセン、公民館等で夏休みの宿題支援
【夏休みの教室】
　夏休みの宿題における読書感想文、絵画の教室
（市内の小中学生）

・プレイサポーター（臨床心理士）の配置　月６回程度
・子育てコンシェルジュの配置
・健康課、こども福祉課と情報交換会　月２回
（０歳～18歳と保護者）

【次世代講座】市内中学校、高校へ各１回程度
（市内在学の中学生、高校生）

【現世代講座】年３回程度
　※男女共同参画センター等と連携して実施
（子育て世代の父母）

【祖父母講座】年３回
（祖父母世代）

【子育て支援ボランティア講座】年３回
　※社会福祉協議会と共催
（子育て支援者、子育てボランティア等）

【子育て支援者研修会】年１回
　※幼保連携課やこども福祉課と連携して実施
（子育て支援者、教員、保育士、行政職員等）

目標

対象

実　施　計　画　　（　）は対象者

子どもの興味を引き出す大型遊具の設置
（０歳～18歳と保護者）

わくわく工作
毎週日曜日に２回実施
（概ね２歳～18歳）

おりがみあそび
毎週木曜日に２回実施
（概ね２歳～18歳）

 体操・リズム遊び

月７回程度
※職員指導のもと、親子で楽しく体操をする。15回参加する
とメダル（ボランティアで作っていただいたもの）を渡す。
（０歳～18歳と保護者）

 クッキング教室

月１回
※市内の元教師、職員、児童の父母、祖父母などが講師となり
実施
（概ね小学生～18歳）

ドラム教室
年２教室（１教室８回レッスン）
※職員、教室を卒業した者などが講師となり実施
（小学生～18歳）

 ソーイング教室
年３回程度
※西脇高等学校生活情報科生徒が講師となり実施
（５歳児～18歳と保護者）

・日常では体験できない楽器に触れ、親しむ。
・色々なリズムを聴いたり，叩いたりすることで、リズム感を養う。

・ミシンを使う経験を通して、作ることの楽しさを体験する。
・自分で作ったものを大切に使うことやプレゼントすることの喜びを知る。
・高校生と交流を図りながら縦のつながりを育てる。

・指先の巧緻性、図形の認識力、美的情操性、集中力を高める。
・教え合う中で、人との関わりを経験する。
・体験を通して、おりがみあそびの楽しさを知る。

・曲に合わせて、歌うことや表現する楽しさを親子で味わい、子どもの情操を高めていく。
・好きな楽器に触れ、音に親しむ。

教　室

・自分の好きな遊びを楽しむ充実感や他者と関わりながら目的をもって遊ぶ楽しさを味わう。
・遊びを通してルールを守ることの大切さを学び社会性を育てる。

・プレイサポーター（臨床心理士）を配置し、相談できる環境を整える。
・利用者の必要とする支援につなぐことで、不安や悩みの軽減を図る。
・保護者の知りたい情報の収集や提供など、子育て中の保護者への総合的なサポートを行う。

ね　　ら　　い　

・食材が身体にどのような影響があるのかを知るとともに、食への関心を深める。
・包丁を使って、皮をむく、切るなどの体験をし、生活技術の向上を図る。
・異年齢の友達と取り組むことで、上級生が下級生を思いやる気持ちや責任をもって役割を果たす経験を
積む。

3世代パパ・ママ育て事業

・子育て世代の保護者や祖父母、子育てボランティアを対象に子どもとの関わり方や育児等についての講
座を開催し、子育てや地域における仲間づくり、子育てボランティアの育成を目指す。
・将来の父母世代（中高生）を対象に、命の尊さや、家庭を持つことの意義を考える機会を作る。子育て
中の保護者の育児力向上につなげる。

日々の遊び

定期的な遊び

・制作活動を通して、工夫する楽しさや作り上げる達成感を味わう。
・教材の正しい使い方を知る。
・市の特産である播州織の布に親しむ。

・首のすわった乳児から概ね1歳半までの子どもと保護者が、触れ合い遊び等を通して、親子関係を深め
る。
・保護者同士がつながっていけるプログラムを実施し、保護者が孤立しないように配慮する。

・保護者が孤立しない仲間づくりをする。
・各親子に合った支援を行う。
・子育ての知識を高める場所にしていく。

・未就園の子どもと保護者が、こども園、保育園、幼稚園児と交流することでお互いに関心を持つ。
・未就園児の保護者が、こども園等での生活を知ることで、我が子の就園を安心して迎えることができる
ようにする。

みらいえ地域子育て事業
・放課後及び学校休業日の学習の場と安全・安心な遊びの場を提供することにより、児童の学習習慣の定
着と児童の健全育成を図る。（ＮＰＯ法人みなみ会に委託）

つどい事業

・妊娠中及び産後においても、西脇市で子育て仲間とつながりながら子育てをする楽しみや意欲が持てる
ように関わる。

・概ね首がすわるまでの期間の親子を対象に、困っていることや、母自身の産後の健康状態を尋ねたりし
ながらゆったりと過ごしてもらう。
・産後の保護者同士がつながることで、見えない不安の軽減を図る。

こ　ど　も　プ　ラ　ザ

基本方針

運営方針

利用者支援事業

内　　　容
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目標

対象

内　　　　容

こどもプラザ
運営委員会

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
事
業

ね　　ら　　い

・子どもや保護者、地域の人など多様な世代が集い、子どもの健全な育成と子育て世代をみんなで支えていく環境を作る。

・こどもプラザの適正な運営を図る。
（学識経験者、各種団体を代表するもの、学校関係者、公募による市民で構成する。）
・保護者や様々な立場からの意見を聞き、こどもプラザの運営に反映させる。

ね　　ら　　い
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令和４年度こどもプラザ事業実施計画（案）

・安全で安心できる子どもの居場所の提供
・子どもの自主性、社会性、生活技術が育まれる事業の実施をする。

・子どもが健やかに成長し、イキイキと活動できる行事を実施する。
・地域や関係機関との連携を図りながら保護者の子育て支援をする。

・主に0歳から18歳までの児童とその保護者

・主に０歳から18歳までの児童とその保護者（コンスタントに関わる。）

②　子どもと親が育ちあう場所づくり
④　子育て中の保護者を総合的に応援する場所づくり
⑥　複合施設・文教地区であることを生かした連携

①　子どもたちにとって魅力ある空間づくり
③　地域の人が関われる子育て支援体制の推進
⑤　子育て情報の発信の拠点

・保護者同士のつながりを支援する。
・子育て中の保護者への総合的なサポートをする。

・地域での学習支援と遊びの充実を図る。
・保護者の子育て力の向上を図る。

資料 １



夏休み教室
夏休み期間中に３回程度
（小学生～18歳）

館外体験
年１～３回
（小学生～18歳）

その他 子どもの発達状態や状況に応じて実施

 こどもプラザ
フェスタ

３月末
（０歳～18歳と保護者）

各園と調整
※子どもの年齢やねらいにより遊具を選定
（就園児）

年４回程度
※季節ごとや他課のイベントに協力して実施
（概ね２歳～18歳と保護者）

・通常の利用とは別に、毎週月曜日の午後４時～５時に中高
生限定の時間を設ける。
・小中高生会議（新規事業）
※こども福祉課と合同開催　年１回
（小学生～18歳）

各教室やイベントの講師として関わる。

・それぞれの特色を生かした居場所づくり
・定期的なイベントの開催

県立こどもの館、図書館、生活文化総合センター、こども福祉
課、男女共同参画センター、健康課、商工観光課　など

目標

対象

実　施　計　画

平　日
月２回
（市内乳幼児０歳～５歳と保護者）

休　日
月１回
（概ね小学校低学年までの児童と保護者）

へそっこ広場
年11回　子育て支援ボランティア　ハッピーネーブル
（概ね就学前の親子）

きらきら広場
年10回　子育て支援ボランティア　きらきら
（概ね就学前の親子）

・おにぎり会
※月１回、主にへそっこランドで実施
（０歳～18歳と保護者）

各園と調整
（各園の親子）

・事業内容についてのアドバイス
・事業やイベントでの託児
（子育て支援者、子育てボランティア等）

月１回程度
※保護者同士での情報交換、研修等

・地区毎に活動
・地区毎に子育てフェスティバルを開催　年１回
・地区マミィの紹介や参加案内をする。
（概ね就学前の親子）

他機関職員との情報交換

北播磨子育て支援者研修会や各種講座、研修等への参加

月１回（こども福祉課、健康課、図書館等の情報も掲載）

年間２回程度実施（その他必要に応じて実施）

・チラシの配布、防災無線等での周知
・ラインやフェイスブック等SNSでの周知

イベントの
実施

季節の行事、
伝統行事

・季節を感じる。
・古くから伝えられている行事には、一つひとつ意味や願いがあることを知り、次世代へ大切につないで
いく気持ちを育てる。
・父の日、母の日、敬老の日には、感謝する気持ちを育てる。

・高校生や大学生が、主体的に活躍できる場とする。
・それぞれの特性を生かしながら地域が連携して子どもが体験できる場を提供する。

・子どもの好きなことや興味のある教室を実施することで、夏休みならではの特別体験ができるようにす
る。
・体験することで、自身の趣味や今後の活動に生かせるようにする。

・子どもの自主性、創造性を養う。

・必要に応じて実施していく。

教　室

子
育
て
支
援
事
業

（

地
域
の
子
育
て
力
）

（

家
庭
の
子
育
て
力
）

内　　　容

・主に子育て中の保護者を対象とする。

地区マミィ支援

・子どもの居住地で仲間と活動し、地域の保護者同士がつながることで、親子の孤立・孤独な子育てをな
くす。
・保護者が自主的に活動していけるよう親子の力を引き出すよう働きかける。
・保護者が、子育て等で困っている時に、寄り添って一緒に考えてくれる地域の仲間をつくる。

他機関との連携

レッツコミュニケート事業
・命の尊さに気付き、わが子を愛しむ心や人を大切にする心を育てる。
・就園・就学の子どもとの交流を図ることで、縦のつながりを深める。

ボランティアサークル支援

・自分たちにできることは何かを考え、人の役に立てることへの喜びを感じることができる機会にする。
・子育て支援に必要な技術や知識を身に付ける。
・保護者の参加する研修会で、児童を託児することで、子どもと触れる機会を多く持ち、活躍できる場を
作る。

サークルみっけ支援

・臨床心理士や子育てコンシェルジュ、児童厚生員等が保護者の知りたい情報を提供したり、子どもへの
関わり方や困ったことへの対応を伝えていくことで、発達に遅れのある子どもや、発達障害の子どもの保
護者に係る負担を軽減する。
・講座や事業に積極的に参加できる機会を提供し、子育てに役立つ知識を高める。

・様々な機関と連携した講座等を実施するなど地域全体で子育て支援に携わる体制を構築する。
・保護者の学びの機会を多く持てるようにする。

西脇市おやこ
交流教室

・保護者の子育て力を引き出し、家庭の教育力の向上を目指す。
・総合的な遊びの場や学びの場を提供し、保護者の自立的・主体的な子育てを支える。
・登録している保護者同士がつながり、お互いに助け合い、支え合えるような関係をつくる。
・主体的な活動を進める機会を提供し、保護者同士が意見を出し合い協力する中で、団結力を深める。
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その他

支援者の質の向上

・子育てに係る様々な知識や情報を絶えず収集し、保護者の不安や悩みに寄り添いながら、支援できるよ
うにする。
・自身のスキルアップのために、苦手な分野に挑戦したり、研修を意欲的に受ける。
・近隣の支援者同士の研修を継続し、情報交換をしながら、お互いのスキルを高め合う。

子育て新聞発行
・子育てに係る様々な情報や学びの発信（毎月1回発行）をし、意欲的にイベントや講座に参加できるよ
うにする。

アンケートの実施
・こどもプラザの取り組みが、より充実したものになるように、定期的にアンケートを実施し、利用者の
意見を反映していく。
・教室生には、自らがしたいこと、学びたいことを提案してもらいながら活動内容を充実させていく。

情報発信
・様々な媒体を通して、子育て情報を広く発信し、親子の参加を増やしていくとともに、孤立家庭をなく
していく。
・健康課で実施する健診等で、こどもプラザの事業を紹介する。

保護者向けサテライトの充実
・子育て中の親子等が、気軽に集い相互交流し、子育ての不安や悩みを相談できる場を提供する。
・子育てが、孤立化しないように、様々な場で事業内容を発信する。
・保護者自らが、事業を企画していく。

児童向けサテライトの充実
・児童が友達や保護者と関わりながら遊びを楽しむ。
・年齢や発達に合った、生活力が身につく体験の場を提供し同年齢や異年齢の関わりを深める。
・異年齢の交流ができる事業や遊びを取り入れ縦のつながりを深める。

他機関との連携
・他機関と連携することで、児童の体験や学びの機会を多く提供する。
・様々な機関と連携した講座等を実施するなど地域全体で子育て支援に携わる体制を構築する。

ね　　ら　　い　

・地域の大人や祖父母世代が,それぞれの立場で児童に関わることで、子育ては地域全体でしていくもので
あるという醸成を図る。

出張こどもプラザ

青空こどもプラザ
（青空サーキット）

ボランティア
委託事業

・親子が、様々な体験を通して、我が子への関わり方や遊び方を身に付ける。
・支援してもらった保護者が、将来は、支援者になれるような体験をする。
・ボランティアグループが活躍できる機会とする。

・こども園、保育園、幼稚園等へ様々な遊具を持ち出し、遊びの支援をする。
・遊具の特性を生かし、全身を存分に使って遊ぶ体験をする。
・休日のこどもプラザの利用へとつなげる。

・保護者同士のつながりや仲間づくりの支援及びリーダーの育成・支援をする。
・家庭や地域の教育力向上に向けた支援をする。

・地域とつながるための機会を提供する。

季節や行事毎に、工作やクッキング教室等にあわせて実施
（概ね２歳～18歳）

中高生の居場所づくり

・屋外で、身体を存分に動かして、大胆な遊びを楽しむ。
・中高生にとって、自身の運動能力を高める場にする。

・相談しやすい環境をつくり、中高生の悩みや不安の軽減を図る。
・それぞれの趣味や挑戦したいことが見つけられるよう工夫した環境設定やイベントを行う。
・自身の力が発揮できるよう活躍の場を持つ。

多世代交流


